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（株）スタジオギブ概要

事務所　東京都港区南青山2-9-24　松籟ハイツ1F
資本金　1000万円
年　商　2億7000万円（2015年5月）

1988,1989年 紀伊国屋書店カレンダー　通産大臣賞連続受賞
1989年6月 1989年度エディトリアル部門でADC賞および原弘賞を受賞
1990年1月 紀伊国屋書店カレンダーにて国際カレンダー展金賞受賞
1991年  「ウエディング プランニング ブック」にて
  全国カタログポスター展　印刷出版研究所奨励賞
1992年6月 フランス ショーモンポスターフェスティバルにて3位受賞
  「トランスアート‘91」にて美術カタログコンクール優秀作品賞受賞
1996年  「紀文」シリーズ広告にて フジ サンケイ広告賞　雑誌部門銀賞
1996年8月 株式会社に組織変更
 
  日本文化フォーラム会員
  日本グラフィックデザイナー協会会員

主要業務　
雑誌、広告、パッケージ等のエディトリアルデザインを中核に
企画および制作の全般にたずさわるアートディレクション業務を手がける
●     ニッカウイスキー企業広告
●     東大寺昭和大納経会シンボルマーク作成
●     サッポロビール「ネストワン」のパッケージデザイン
●     千趣会企業イベント
●     カネボウ「エン リカ マッセイ」キャンペーン グラフィック担当
●     紀伊国屋書店カレンダー アートディレクション・デザイン担当
●     オリンパスカメラ 浅井慎平氏とシリーズ広告参加
●     キリンシーグラム フォアローゼスの年間広告担当
●     ギンザグラフィックギャラリーでTEXTURE展を開催
●     クラブ クワトロ グラフィック部門・アートディレクションおよびクワトロペーパー企画デザイン

●     KFF 神戸ファッションフェスティバルのグラフィック部門アートディレクション
●     「パリ東京年」パリ市公式ポスター・カタログ　アートディレクション・デザイン担当
●     ファンケル化粧品「エスポワール」アートディレクション・デザイン
●     都市整備公団 its CIデザイン担当
●     ランドマーク HALL NEWS デザイン担当
●     アルビオン化粧品 年間キャンペーングラフィック担当
●     高見ブライダル 年間キャンペーングラフィック担当
●     紀文シリーズ広告
●     静岡県三島市 特種製紙Pam B館において原弘賞のクリエイター達－1に出展
●     千趣会「REBONDIR」の商品企画及びカタログ担当
●     汐留「TWIN PARKS」宣伝販売広告のアートディレクション担当
●     丸の内「Pink Ribbon Festival」（女性の為の乳がん撲滅運動）イベントのグラフィック担当
●     JAL機内誌「AGORA」アートディレクション
●     箱根彫刻の森美術館「KISHIN meets ART 篠山紀信写真展」アートディレクション
●     富山市ガラス美術館「雲母 kira 平山郁夫とシルクロードのガラス展」アートディレクション
●     我孫子ゴルフクラブ会員向け写真集 アートディレクション

●     雑誌及び書籍のアートディレクション・デザイン

主要取引先
（株）電通　（株）博報堂　（株）講談社　（株）小学館　（株）集英社
（株）高見　（株）千趣会　（株）三菱地所

取引銀行
三菱東京UFJ銀行　青山支店　　三菱東京UFJ銀行　玉川支店

DAYS JAPAN   （講談社）
FRaU    （講談社）
style    （講談社）
HOT DOG PRESS  （講談社）
with表紙   （講談社）

2002FIFAワールドカップ公式プログラム （講談社）
CREA      （文芸春秋）
can can     （小学館）
oggi      （小学館）
世界文学全集     （集英社）
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TEXTURE展  

皆川魔鬼子＋田原桂一＋山岡 茂

1989 年 3 月 6 日〜 25 日
ギンザ・グラフィック・ギャラリー（銀座）
アートディレクター山岡茂

「TEXTURE」（株）講談社は ADC 賞、第二回原弘賞（1989 年度）を受賞。
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スタジオ・ギブ装丁展
1993 年 9 月 20 日〜 10 月 1 日
王子ペーパーギャラリー（銀座）
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Studio GIVE EXHIBITION

1998 年 2 月 2 日〜 13 日
王子ペーパーギャラリー（銀座）1989 年 3 月 6 日〜 25 日
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原弘賞のクリエイターたち— 1
2001 年 11 月 3 日〜 2002 年 1 月 27 日
特種製紙 Pam B 館（静岡県三島市）
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にっぽんと遊ぼう

2003 年 9 月 4.5.6 日
白沙村荘庭園・京都芸術劇場春秋座（共に京都）
会場デザイン、歌劇パンフレットデザイン

歌舞劇  OKUNI　　Takami 80th Anniversary Special Event
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PINK RIBBON in MARUNOUCHI 2005
丸の内「pink ribbon festival」（女性の為の乳がん撲滅運動）イベントのグラフィック担当
2005 年 10 月 1 日〜 30 日
東京　丸の内
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文化庁メディア芸術祭

2001 年〜 2004 年
宣伝広告のアートディレクション担当
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アルビオン化粧品
年間キャンペーングラフィック担当
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「トランスアート‘91」

スーパー
デザイニング展

百花繚乱アレッシィ　ワークショップ
1991 年
ポスターのアートディレクション担当
美術カタログコンクール優秀作品賞受賞

アートディレクション担当

ポスターのアートディレクション担当1997 年
グラフィック部門のアートディレクション・デザイン担当
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KFF 
神戸ファッション
フェスティバル

「パリ東京年」

パルコ
ワンダープリントアート展

1989 年、1990 年、1991 年
グラフィック部門
アートディレクション

1994 年
パリ市公式ポスター・カタログ　
アートディレクション・デザイン担当
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オリンパスカメラ
2000 年〜 2001 年
浅井慎平氏とシリーズ広告参加
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田原桂一  光の彫刻 ザ・フォール
千住博 + 千住明 + 千住真理子

2004 年
ポスター・カタログのアートディレクション担当

1996 年
ポスター・カタログのアートディレクション担当
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汐留「TWIN PARKS」

2000 年〜 2001 年
宣伝販売広告のアートディレクション担当



汐留TWIN PARKS

販売パンフレット

新聞広告
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「紀文」シリーズ広告
1996 年
フジ サンケイ広告賞 雑誌部門銀賞
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ニッカウイスキー
企業広告
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高見ブライダル
年間キャンペーングラフィック担当
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藤子・F・不二雄の世界展赤塚不二夫展谷村新司
リサイタル 95-96

1999 年
カタログ・ポスターのアートディレクション担当

（横浜 ランドマークホール）

1998 年
カタログ・ポスターのアートディレクション担当

（横浜 ランドマークホール）
1995 年
宣伝販売広告のアートディレクション担当
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紀伊国屋書店カレンダー
アートディレクション・デザイン担当
1990 年  国際カレンダー展金賞受賞
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キリンシーグラム
フォアローゼス
年間広告担当
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WACOAL 
NEWS

ESPOIR

Ripple



Studio GIVE

THE HALL NEWS LANDMARK

Quattro
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SIGNATURE

Agora



JAL カード会員誌［AGORA］
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M a r t i n i q u e
カリブの色彩

カリブ海の東端に浮かぶマルティニーク島。フランスの
海外県と呼ばれるこの島は、言語はもちろん政治も社会
もすべてがフランスの影響下にある特別な島である。
クレオールと呼ばれる美しい島民たちは、カリブの風習
にフランスの薫りを加えて独自の文化を築いてきた。

 vol.236A G O R A　  S p e c i a l

Text & Photo by Katsuyoshi Tanaka
田中克佳＝文・撮影

Cuba

Martinique

Brasil

U.S.A

12AGORA December 2011

N EW YORK

ART FILE

The Rose

Will Ryman

01

期間限定でパークアヴェ
ニュー57〜67丁目に咲
いたバラのひとつ。大き
いもので25mほどもある
巨大なピンクや赤のバラ
が冬の街並と美しいコン
トラストを見せる。

Text  by Perry Ogino
ペリー荻野＝文

Photo by Shino Yanagawa
柳川詩乃＝撮影

私 た ち の アート

ニューヨーク。今も昔も夢を抱いた
アーティストたちを魅了する自由の街。
しかし、いつからこの街は
ファインアートの街として
形成されていったのだろうか。
アンディ・ウォーホルが
あのキャンベルのスープ缶を
描いてから50年。
歴史の裏舞台を探るために、
ニューヨークを歩いてみた。
そこには、「すべての人 と々ともにあるアート」
を目指したウォーホルの精神が、
色濃く息づいていた。

 vol.235A G O R A　  S p e c i a l

12AGORA November 2011

 vol.234A G O R A　  S p e c i a l

白い幻影
Lençóis Maranhenses 
National Park

Lençóis Maranhenses 
National Park

Text & Photo by Katsuyoshi Tanaka
田中克佳＝文・撮影

ブラジル北東部、マラニョン州の海岸線に広がる
巨大な砂丘地帯、レンソイス・マラニャンセス国立公園。
雨期には大量の雨が降り注ぎ、
砂丘の谷間に大小さまざまな湖沼が形成され、
〝水をたたえた白い砂漠　という、世にも特異な自然景観が現れる。〝

São Luís

Federative Republic 
of 

Brazil

São Paulo

19 AGORA January & February 2012

県
都
の
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に

集
中
す
る
。
こ
こ
で
カ
ー
ニ
バ
ル
を
牽

引
す
る
の
は
「
ヴ
ィ
デ
」
と
呼
ば
れ
る

様
々
な
グ
ル
ー
プ
で
、
楽
団
員
や
ダ
ン

サ
ー
た
ち
が
市
内
を
練
り
歩
き
な
が
ら

豪
華
な
パ
レ
ー
ド
を
披
露
す
る
。
し
か

し
祭
り
の
主
役
は
あ
く
ま
で
一
般
の
島

民
で
、
何
千
、
何
万
の
人
々
が
こ
れ
に

加
わ
り
通
り
を
埋
め
尽
く
す
。

　

　
カ
ー
ニ
バ
ル
（
謝
肉
祭
）
と
は
そ
も

そ
も
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
源
を
持
つ
祝

が
大
地
を
揺
ら
し
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
。

パ
レ
ー
ド
の
先
頭
を
行
く
女
た
ち
は
一

糸
乱
れ
ぬ
様
で
腰
を
く
ね
ら
せ
、
沿
道

に
つ
め
か
け
た
観
衆
が
大
合
唱
で
呼
応

す
る
。
汗
が
飛
び
散
り
、
奇
声
が
混
じ

り
、
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
沸
騰
寸
前
だ
。
期

間
中
、
こ
う
し
た
興
奮
の
宴
は
島
中
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
最
大
の
祭
り
は

カ
ー
ニ
バ
ル
と
言
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

が
有
名
だ
が
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
は
そ

の
奇
抜
さ
や
創
造
性
に
お
い
て
他
の
追

随
を
許
さ
な
い
。

祭
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
定
め
る
四
旬
節

の
断
食
前
に
お
こ
な
う
世
俗
的
な
祭
り

で
あ
っ
た
。
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
で
は
開

催
の
時
期
こ
そ
教
会
暦
に
従
う
が
、
祭

典
そ
の
も
の
に
宗
教
色
は
お
よ
そ
見
当

た
ら
な
い
。
代
わ
っ
て
祭
り
の
中
核
を

成
す
の
は
奴
隷
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
か
ら

も
た
ら
し
た
踊
り
や
音
楽
で
あ
り
、
植

民
地
で
独
自
に
育
ま
れ
て
き
た
ク
レ
オ

ー
ル
文
化
で
あ
る
。
と
り
わ
け
衣
装
に

そ
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。「
ネ

毎年2～3月に繰り広げられるカーニバル。
中でも深紅の衣装をまとったマルディグ
ラのパレード（上）は圧巻だ。アフリカの
伝統儀式を再現する「ネグ・グロォ・シロ」
（右上）や、「灰の水曜日」（四旬節の初日）
に黙祷を捧げる女性（左下）など、毎日異
なるテーマが掲げられる。カーニバル・
クイーンの少女（右下）の装いも鮮やか。

々
は
き
ら
び
や
か
な
衣
装
に

身
を
包
み
ス
ト
リ
ー
ト
を
占

拠
す
る
。
ド
ラ
ム
の
重
低
音

人

M a r t i n i q u e
AGOR A Speci a l

14AGORA December 201115 AGORA December 2011

の
腰
の
高
さ
く
ら
い
の
も
の
か
ら
、
見

上
げ
る
く
ら
い
の
も
の
ま
で
、
巨
大
な

人
工
の
花
の
列
は
、
車
と
人
が
溢
れ
る

道
路
の
真
ん
中
に
並
ん
で
い
る
。
こ
こ

が
日
本
の
ど
こ
か
な
ら
、
女
の
子
た
ち

が
ピ
ー
ス
し
な
が
ら
、
写
真
を
撮
る
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
。
驚
い
て
立
ち
止
ま
る
の
は
、

街
に
着
い
た
ば
か
り
の
私
だ
け
。
人
々

は
、
す
た
す
た
と
横
断
歩
道
を
渡
っ
て

い
く
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
こ
う
し
た
フ

ァ
イ
ン
ア
ー
ト
が
街
中
に
溢
れ
、
数
ヶ

月
に
一
度
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
模
様
替
え

を
し
て
い
る
と
い
う
。
あ
る
日
、
目
の

前
に
不
思
議
な
ア
ー
ト
が
現
れ
、
い
つ

の
間
に
か
ま
た
あ
る
日
は
別
の
ア
ー
ト

が
現
れ
る
。
さ
す
が
五
〇
年
前
、
か
の

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
「
キ
ャ
ン

ベ
ル
ス
ー
プ
缶
」
を
発
表
し
た
、
ポ
ッ

プ
ア
ー
ト
発
祥
の
地
で
あ
る
。

　
六
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
い
え
ば
、

八
〇
年
代
の
キ
ー
ス
・
ヘ
リ
ン
グ
や
バ

ス
キ
ア
の
衝
撃
も
忘
れ
が
た
い
。
作
品

の
斬
新
さ
や
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
ら
が
地
下
鉄
や
壁
の
落
書
き

と
い
っ
た
大
衆
の
日
常
か
ら
、
見
出
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
に
驚
い
た
の
だ
。
こ

の
街
は
な
ん
と
懐
の
深
い
街
な
の
だ
ろ

う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
そ
れ
は
、
突

如
、
時
代
の
寵
児
を
産
み
、
彼
ら
が
花

を
咲
か
せ
る
舞
台
と
な
っ
た
街
。

　
人
々
の
日
常
か
ら
生
ま
れ
る
フ
ァ
イ

ン
ア
ー
ト
の
土
台
は
今
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
、
所

有
す
る
す
べ
て
の
建
築
物
の
建
築
予
算

の
う
ち
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
芸
術
品
に

充
て
る
と
い
う
規
定
が
で
き
て
い
る
。

つ
ま
り
、
市
所
有
の
建
物
は
、
絵
画
、

彫
刻
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
芸
術
に
彩
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
街
は
世
界
中
の
芸
術

家
の
卵
た
ち
を
引
き
つ
け
、
チ
ェ
ル
シ

ー
に
は
画
廊
が
立
ち
並
ぶ
。
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
エ
ア
で
は
、
作
者
と
値
段
交
渉
し

な
が
ら
、
作
品
を
気
軽
に
買
う
こ
と
も

で
き
る
。

半
分
を
隠
し
て
見
て
。
次
に
こ
っ
ち
半

分
を
隠
し
て
見
た
ら
、
ほ
ら
、
と
っ
て

も
素
敵
な
女
の
人
だ
と
わ
か
る
で
し
ょ

?
」

　
確
か
に
。
正
面
と
横
顔
、
半
分
ず
つ

隠
し
た
だ
け
で
、
描
か
れ
た
女
性
の
表

情
が
ア
ニ
メ
の
よ
う
に
変
化
し
生
き
生

き
と
美
し
く
見
え
る
。
ま
る
で
マ
ジ
ッ

ク
。
こ
ん
な
鑑
賞
法
が
あ
っ
た
と
は
私

は
知
ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
も
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　
一
三
年
間
、
企
画
運
営
に
携
わ
る
メ

イ
フ
ラ
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
は
、
ピ
カ
ソ

が
何
年
に
こ
の
絵
を
描
い
た
と
か
い
う

解
説
は
し
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
を
親
も
子

も
楽
し
め
る
よ
う
に
と
工
夫
し
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
か
、
こ
こ
一
〇
年
で
動

物
園
や
映
画
館
と
並
ん
で
、
美
術
館
も

親
子
の
お
出
か
け
先
の
ひ
と
つ
に
加
わ

っ
て
き
た
ん
で
す
よ
」
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パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
中
央
分
離

帯
に
咲
く
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
。
人

美

ア

術
館
に
限
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
市
の
助
成
金
を
得
て
運

ー
ト
と
の
距
離
が
こ
の
街
ほ
ど

近
い
街
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

営
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
の
「
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
」
も
あ
る
。
地
域
の
歴
史

の
ほ
か
社
会
科
系
や
、演
劇
、
ダ
ン
ス
、

美
術
と
い
っ
た
ア
ー
ト
系
な
ど
放
課
後

に
二
時
間
ほ
ど
用
意
さ
れ
た
特
別
授
業

だ
。
ハ
ー
レ
ム
の
公
立
小
学
校
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　
放
課
後
の
教
室
で
九
歳
か
ら
一
〇
歳

の
男
の
子
た
ち
が
色
画
用
紙
と
ハ
サ
ミ

を
使
っ
て
、
思
い
思
い
に
作
品
を
仕
上

げ
て
い
た
。
テ
ー
マ
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ART FILE

Untitled

Frank Haines

02

ソクラテス・スカルプ
チャー・パークが実施し
た若手芸術家育成プロ
グラムのひとつとして
展示。大都会に出現した
巨大なキューブの中では
小鳥が羽を休めている。

そ
う
思
う
ほ
ど
の
街
と
し
て
成
長
を
続

け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、
そ
の
裏
に

は
、
子
ど
も
た
ち
と
ア
ー
ト
と
の
密
接

な
関
係
作
り
へ
の
施
策
が
隠
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
一
度
は
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
で
人
気

を
集
め
て
い
る
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

も
そ
の
ひ
と
つ
。
一
〇
歳
以
下
の
子
供

を
対
象
に
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
と
も
に

館
内
の
絵
画
を
鑑
賞
し
て
歩
く
と
い
う

も
の
だ
。

　
正
面
と
横
顔
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
よ

う
な
絵
を
不
思
議
そ
う
に
見
つ
め
る
子

ど
も
た
ち
。
ガ
イ
ド
の
女
性
は
に
こ
に

こ
と
「
始
め
は
こ
っ
ち
（
横
顔
部
分
）

14AGORA November 201115 AGORA November 2011

と
は
…
…
。
幻
の
白
い
大
地
は
容
易
に

そ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
な
い
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
一
時
間
ほ
ど
走
っ
た
だ
ろ
う

か
。
突
然
、
目
の
前
を
巨
大
な
砂
の
山

が
遮
っ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
砂
で
で
き

た
城
壁
で
、
七
、
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
で
行
く
手
を
阻
ん
で
い
る
。
車
を
乗

り
捨
て
斜
面
を
這
い
ず
る
よ
う
に
登
る

と
、
一
気
に
視
界
が
広
が
っ
た
。

 「
あ
っ
…
…
」

　
一
言
口
に
す
る
が
、後
の
言
葉
が
出
て

こ
な
い
。
遠
く
彼
方
ま
で
続
く
の
は
純

白
の
砂
漠
だ
。
砂
が
大
き
く
波
打
ち
、

そ
の
波
間
を
青
く
輝
く
無
数
の
湖
沼
が

埋
め
尽
く
し
て
い
る
。
灼
熱
の
太
陽
が

容
赦
な
く
大
地
に
照
り
つ
け
、
目
を
開

け
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
輝
き
を
放
っ
て
い
た
。

周
囲
に
動
く
も
の
は
何
も
な
く
、
時
折

吹
き
付
け
る
風
の
さ
ざ
め
き
を
除
け
ば

一
切
が
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
た
。
最
果

て
の
大
地
に
広
が
る
信
じ
が
た
い
自
然

の
造
形
。
遂
に
幻
の
砂
漠
が
そ
の
姿
を

現
し
た
の
だ
。

誰
も
が
そ
ん
な
夢
の
桃
源
郷
を
ひ
と
つ

は
心
に
抱
い
て
い
る
も
の
だ
が
、
南
米

ブ
ラ
ジ
ル
の
最
奥
の
地
に
も
大
自
然
の

奇
跡
と
言
わ
れ
る
楽
園
が
あ
る
。
悪
路

と
の
格
闘
の
末
に
辿
り
着
い
た
先
で
待

ち
受
け
て
い
た
の
は
、
圧
巻
の
風
景
で

あ
っ
た
。

　
村
里
を
離
れ
て
す
で
に
二
時
間
ほ
ど

走
っ
た
だ
ろ
う
か
。
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
を
抜
け
る
と
、
低
木
に
覆
わ
れ
た
平

坦
な
大
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
道
な
き

道
を
ジ
ー
プ
で
進
む
が
、
ど
こ
も
行
く

手
を
白
い
砂
が
塞
い
で
い
る
。
轍わ

だ
ち

に
で

き
た
砂
の
深
み
に
タ
イ
ヤ
を
と
ら
れ
、

窓
か
ら
放
り
出
さ
れ
ん
ば
か
り
に
車
体

が
揺
れ
る
。
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
さ
な
が
ら
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
ド
ラ

イ
ブ
に
、

 

「
一
二
歳
の
頃
か
ら
運
転
し
て
い
る
か

ら
、
こ
の
あ
た
り
の
道
に
は
精
通
し
て

い
る
よ
」

　
と
地
元
の
ガ
イ
ド
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
が

涼
し
い
顔
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。
途
中
、

至
る
と
こ
ろ
で
巨
大
な
水
た
ま
り
に
出

く
わ
す
が
、
こ
れ
も
な
ん
の
躊
躇
も
な

く
水
し
ぶ
き
を
上
げ
邁
進
す
る
。

 

「
雨
期
も
も
う
終
わ
り
だ
か
ら
水
量
も

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
よ
。
ひ
ど
い
時

に
は
車
体
の
半
分
以
上
が
水
に
浸
か
る

か
ら
ね
」

　
砂
漠
に
向
か
っ
て
い
て
水
難
に
遭
う

砂丘の畝の間に雨水が溜まり、ラグーンが
点在している。何とも幻想的な光景だ。

西
洋
岸
に
広
が
る
広
大
な
砂
丘
地
帯
で
、

総
面
積
は
一
五
五
〇
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
。

赤
道
に
近
い
熱
帯
地
方
に
位
置
す
る
た

め
、
一
月
か
ら
六
月
の
雨
期
に
は
大
量

の
雨
が
降
り
注
ぎ
、
こ
れ
が
砂
丘
の
谷

間
に
無
数
の
湖
沼
を
生
み
だ
す
。
年
間

降
雨
量
が
一
〇
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
た

め
狭
義
に
は
砂
漠
と
は
い
え
な
い
が
、

ン
ソ
イ
ス
・
マ
ラ
ニ
ャ
ン
セ

ス
国
立
公
園
は
ブ
ラ
ジ
ル
北

東
部
、
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
の
大

生
に
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い

場
所
。
そ
れ
も
容
易
に
は
手

の
届
か
な
い
最
果
て
の
秘
境
。

一レ

Lençóis Maranhenses 
National Park AGOR A Speci a l



Studio GIVE

REBONDIR

CLUB CHOiX



Studio GIVE

浅井愼平
「花」            

ON KAWARA
1952-1956 TOKYO



Studio GIVE

THE WEDDING DAY

全国カタログポスター展
印刷出版研究所奨励賞

 トランスアートカタログ
 美術カタログコンクール優秀作品賞受賞



Studio GIVE

相田みつを
「一生感動 一生青春」

集英社ギャラリー
［世界の文学］



Studio GIVE

SUGAR BUSTERS!

クリムゾン・タイド

恋貧乏

史上最強のクイズ王決定戦 なすびの懸賞日記 R マニア航海記 ファンタスティク・シティへ
ようこそ

imidas 2000 ババールのクリスマス アニマルハウス

あすか 完全試合 柳 ビートルズ全曲解説 怪談集

最後の 600 万秒 終末思想に夢中な人たち 料理の常識 プロポーズの瞬間 心や意識は脳のどこあるか 大牧広句集 ハラダ式ライ麦畑経由
ニューヨーク行き

ラインハルトに会いたい

バーバパパシリ ーズ

新しい金融検査の
影響と対策

不動産は金融ビジネスだ パンドラの箱の悪魔 日本人対朝鮮人 知られざる古代日本 JEWELRY 日本沈没



Studio GIVE

ViVi with

FRaU



Studio GIVE

Domani Vingtaine

CanCan Oggi



Studio GIVE

CHECK MATE ELLE HOMME

MEN'S CLUB Hot・Dog



BiCYCLE CLUB Free その他

Studio GIVE

CREA

caz

ZAi Sportiva eyeco

ViVACO ゼクシィ

LOVE レタスクラブ



Studio GIVE

SORA



諸戸林業［CI・CORPORATE PROFILE］

国土の約 67%を森林が占める森の国、日本。

この豊かな自然を、私たちの手でいかに守り、育てていくか。

環境保全のために守るべき森林。そして、資源として育んでいかなければならない森林。

これからの林業には、この両立が求められます。

環境、人、林業・・・・その共存をめざす新しい 環境林業 へ。

森そのものをつくり、そして、森が生み出す木の恵みを生活につくり出す。

森をつくる。森からつくる。

これが、100年以上続く、変わらぬ MOROTOの仕事です。

環
境
林
業
へ

品
質

 木の生命が創りあげてきた日本文化。

世界最古の木造建築物・法隆寺を擁し、また世界最大の木造建築物・東大寺の大仏殿を持つ国、

日本。私たちの文化は、つねに木とともに培われてきたと言っても過言ではありません。千数百

年を経てなお法隆寺の柱の強度は、新しい柱と比肩し、その木造建築の耐久性を証明し続けて

います。かずかずの国宝や、文化財もまたすべて木材で造られています。檜は伐採してから200

～300年、その強さや剛性が最大で3割も上昇すると言われています。まさに、木は生き続け

るのです。その加工性、耐腐食性、そして堅牢性において、日本の檜は世界最高品質を誇ります。

独自の育林手法による年輪のコントロールから生み出されるMOROTOの檜。密に創りあげた

年輪幅は高い強度を持ち、何百年も持つ耐久性、そして柔軟性を誇ります。三重の山林から生ま

れる檜は、光沢、色彩、耐腐食性に優れ、とくに心材の淡い濃淡は上品な色合いで高い人気を誇

ります。また丹沢から生み出される檜は、三重とは異なり白肌の気品が特徴です。日本人が愛し、

そして享受してきた木の恵みを、さらに広く、深く、生活へ。MOROTOの挑戦は続くのです。

環
境

 森を育てること。つまり地球を育むこと。

地球に雨が降り注ぐ。地表に降った雨のほとんどは、森によって吸収され、やがて地中に保水

されます。その量は、私たちが生活用水に使用する量（約148億m3）の約3倍にも達します。

地中深く広がる根は土や岩をしっかりと抱え、土砂災害や崩壊をも防ぎます。日本の森林が吸

収するCO2は年間約1億トン。それは、国内自家用自動車の排出量の70%も吸収してしまう規

模です。日本の森には約200種類もの鳥類、2万種の昆虫類をはじめとする野生動物が生息し、

共生を育んでいます。まさに、かけがえのない森林なのです。森がなければ、地球そのものが

生きてはいけません。もう、これ以上の温暖化や、汚染は許されないところまで進んでいます。

木を植え、育て、そして森がもたらす木材を有効に活用し、そしてまた木を植える・・・・このような

資源循環型の社会を創りなおすことが、そのまま、この地球の再生にもつながっていきます、

自然環境は与えられるものではなく、人間の英知で創り、育てていくものです。MOROTOは、

持続可能な新しい森林経営によって、森林環境の改善に、さらに積極的に貢献してまいります。

 

育
林

  木は作品。年輪は創りあげていくもの。

雪が溶け、春の訪れとともに植林の季節がやって来ます。杉は水分の多い谷に、檜は山腹や尾

根などの乾燥した場所に。適地適木手法で、広大な面積に短期集中で植林が行われていきま

す。木は植えたまま放っておくと、好き勝手に成長しようとします。山林の各エリアごとに、葉の量、

林内の照度、樹木の枝葉状況を見定め、その育林投入のタイミングを見落とさないよう細心の注

意を施します。1本1本、木々の成長を丁寧にコントロール。檜の木を良質な柱に育てるためには、

真っ直ぐに丸い幹を形成できるよう、中心の年輪を広げないよう、広げないよう、密植で抑制。

また杉の木は間断なく一定の成長環境を与えて、均等年輪の立木を創りあげていきます。下刈り

は 5月～9月。保育のための間伐は盛夏を除く通年で行われ、枝打ちは11月から翌年の早春

にかけて行われます。机上の知識は何の役にも立ちません。 つねに100年後の成長をみすえて、

代々受け継がれてきた諸戸流の植林、そして育林手法。年輪は創りあげていくもの、育てる木

1本1本が作品。その作業は長い長い年月をかけて創りあげる、彫刻家にも似た仕事なのです。
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PIONEERING
物流の価値創造を担う。
Creating Value in Logistics

J-REP LOGISTATION Kobe

PROFILE
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Marunouchi EVENT BOX

ピンクリボン

丸の内ガイド

［丸ビル 営業時間のご案内］
●B1F-4F Shops

平日・土曜  11:00-21:00
日曜・祝日  11:00-20:00
○B1Fの一部店舗は平日7:00より営業しております。

●1F,5F-6F& 35F-36F Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
○1F丸の内カフェeaseは平日7:30より、
　夜は曜日により深夜営業いたします。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●丸ビルホール&コンファレンススクエア
03-3217-7111
（受付時間：月曜〜金曜10:00〜19:00）

●丸ビルホームページ
www.marunouchi.com/marubiru/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

M a r u n o u c h i  B u i l d i n g

F L O O R  G U I D E  

丸ビル
ショップ＆レストラン

［新丸ビル 営業時間のご案内］
●B1F-4F Shops

平日・土曜  11:00-21:00
日曜・祝日  11:00-20:00
○B1Fの一部店舗は平日6:45より営業しております。

●B1F,1F,5F-6F,7F Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
○7F「丸の内ハウス」、5F、B1F、一部飲食店については
　最大28:00まで営業いたします。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●新丸ビルホームページ
www.marunouchi.com/shinmaru/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

S h i n - M a r u n o u c h i  B u i l d i n g

F L O O R  G U I D E  

新丸ビル
ショップ＆レストラン

［丸の内オアゾ 営業時間のご案内］
●B1F・1F・2F
飲食・食物販     　　 9 :00-21:00
物販・サービス  　　10:00-21:00
コンビニエンスストア    6:00-24:00
●5F-6F
飲食              　　   11:00-23:00
●1F-4F
書籍・文具        　　  9 :00-21:00
●年中無休
○但し、1月1日及び2月第3日曜日を除きます。
○なお、一部の飲食店・物販店に関しましては、
　店舗により営業時間が異なる場合があります。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●丸の内オアゾ ホームページ
www.marunouchi.com/oazo/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

M a r u n o u c h i  O   Z O

F L O O R  G U I D E  

丸の内オアゾ
ショップ＆レストラン

東京ビル
　　　

ショップ＆レストラン

［東京ビル TOKIA 営業時間のご案内］
平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
一部店舗は深夜まで営業
○店舗により営業時間が異なります、
　詳しくはお問合せください。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●TOKIAホームページ
www.marunouchi.com/tokia/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

T o k y o  B u i l d i n g  T O K I A

F L O O R  G U I D E  

［iiyo!!（イーヨ!!） 営業時間のご案内］
●Shops

11:00-20:00
●Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
○店舗により営業日・営業時間が異なります。
　詳しくはお問合せください。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●iiyo!!（イーヨ!!）ホームページ
www.marunouchi.com/iiyo/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

i i y o ! !

F L O O R  G U I D E  

i iyo! !
イーヨ!!　 

ショップ＆レストラン

M a r u n o u c h i - N a k a d o r i

S HOP & R E S TAU R A N T  GU I DE

 丸の内仲通り
ショップ＆レストランガイド

［インフォメーション］
●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00～21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●丸の内仲通りホームページ
www.marunouchi.com/nakadori/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

［丸ビル 営業時間のご案内］
●B1F-4F Shops

平日・土曜  11:00-21:00
日曜・祝日  11:00-20:00
○B1Fの一部店舗は7:00より営業しております。

●1F,5F-6F& 35F-36F Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
○1F丸の内カフェeaseは平日7:30より、
　夜は曜日により深夜営業いたします。

●丸ビルホームページ
www.marunouchi.com/marubiru/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/
●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00～21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

M a r u n o u c h i  B l d g .  S h i n - M a r u n o u c h i  B l d g .

R E S T A U R A N T  G U I D E  

［新丸ビル 営業時間のご案内］
●B1F-4F Shops

平日・土曜  11:00-21:00
日曜・祝日  11:00-20:00
○B1Fの一部店舗は平日6:45より営業しております。

●B1F,1F,5F-6F,7F Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
○7F「丸の内ハウス」、5F、B1F、一部飲食店に
　ついては最大28:00まで営業いたします。

●新丸ビルホームページ
www.marunouchi.com/shinmaru/ 丸ビル・新丸ビル

レストランガイド

M a r u n o u c h i , Y u r a k u c h o  A r e a

S H O P & R E S TAU R A N T  G U I D E

숍&레스토랑

店铺&餐馆

English 中文 한글 

Ma r u nouch i ,
Yu ra kucho  A re a
S H O P & R E S TAU R A N T

［INFORMATION］
●Marunouchi call center
03-5218-5100
Open : 11:00 to 21:00 
(Closes 20:00 Sundays, holidays, and the last day of consecutive holidays).

●Marunouchi-Nakadori Homepage
www.marunouchi.com/nakadori/
●Marunouchi dot com
www.marunouchi.com/

［丸の内ブリックスクエア 営業時間のご案内］
●Shops

平日・土曜  11:00-21:00
日曜・祝日  11:00-20:00
●Restaurants

平日・土曜  11:00-23:00
日曜・祝日  11:00-22:00
（一部店舗は深夜まで営業）

●Fitness Club

平日             7:00-23:00
土曜          10:00-21:00
日曜・祝日  10:00-19:00
○店舗により営業時間が異なります。
　詳しくはお問合せください。

●丸の内コールセンター
03-5218-5100
（受付時間：11:00〜21:00　日・祝・連休最終日は20:00）

●丸の内ブリックスクエアホームページ
www.marunouchi.com/brick/
●丸の内ドットコム
www.marunouchi.com/

M a r u n o u c h i  B R I C K  S Q U A R E

F L O O R  G U I D E  

丸の内
ブリックスクエア

ショップ＆レストラン

三菱地所 丸の内再開発
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並
び
、
冬
の
景
物
と
い
え
ば
ま
ず
雪
、
そ
れ

も
一
面
の
雪
景
色
と
い
う
よ
り
は
、
草
や
木

に
そ
っ
と
積
も
っ
た
小
さ
な
雪
が
、
日
本
人

の
美
意
識
に
最
も
合
致
し
た
よ
う
で
す
。
き

も
の
の
柄
や
家
紋
に「
雪
持
ち
」の
植
物
が
多

い
の
も
、
そ
ん
な
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
。

　き
も
の
に
多
い
柄
に
は
ほ
か
に「
雪
輪
文
」

が
あ
り
ま
す
。
円
の
周
囲
に
六
つ
の
窪
み
を

つ
け
た
か
た
ち
。
そ
の
元
は
雪
の
結
晶
の
六

角
形
で
す
。
顕
微
鏡
の
な
い
時
代
、
美
し
い

も
の
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
人
々
の
審
美
眼
、

観
察
眼
に
、
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　舞
う
雪
が
ち
ら
ほ
ら
と
、
枯
れ
残
っ
た
葉

の
上
に
白
く
降
り
積
も
る
…
。
そ
ん
な
冬
の

情
景
に
、
昔
の
人
は
花
の
よ
う
な
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
美
し
さ
を
見
出
し
ま
し
た
。

　日
本
の
四
季
の
風
流
を
端
的
に
表
す
言
葉

に「
雪
月
花
」が
あ
り
ま
す
。
原
典
は
唐
代
の

詩
人
・
白
居
易
の
詩
で
す
が
、
こ
の
三
文
字

は
、
自
然
の
景
観
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て

特
に
わ
が
国
で
好
ま
れ
ま
し
た
。
月
や
花
と

四
季
の
文
様
　
雪

2
き
も
の
で
歩
く「
日
本
橋
」今い
ま
む
か
し昔

3
い
ま
す
ぐ
欲
し
い
！ 

冬
の
主
役
帯

14
冬
の
お
し
ゃ
れ
講
座

10
小
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

18 16
新
連
載 

ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
拝
見
し
ま
す
！

冬
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

● 

「
24
周
年
あ
り
が
と
う
の
会
」

● 

第
4
回「
き
も
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ

　
全
国
大
会
i
n
大
阪
」無
料
観
覧

● 

「
き
も
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ
地
区
予
選
会

　w
i
t
h 

き
も
の
パ
ー
テ
ィ
」

● 

い
ま
流
行
の「
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
と
長
羽
織
」

● 

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い「
日
本
の
き
も
の
常
識
」

● 

「
き
も
の
マ
エ
ス
ト
ラ
育
成
カ
レ
ッ
ジ
」

　
第
2
期
生
募
集
！

秋
の
テ
レ
ビ
C
M
制
作
レ
ポ
ー
ト

2236
局
便
り
、
街
便
り

44
西
陣
の
老
舗
を
訪
ね
て

42
年
末
年
始
の
お
出
か
け
編

自
分
で
で
き
る
ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
塾

46
き
も
の
工
房
訪
問 （
四
）

京
都
・
藍
香
房

—

蛙
印
染
色
工
芸（
埼
玉
）

38
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

5051
き
も
の
美
人

K
O
S
O
D
E 

vo
l.

53

読
者
モ
デ
ル
大
募
集
！

49

表紙イラストレーション／

美登英利 mitografico

撮
影
／
大
川
裕
弘
　
協
力
／
京
商

C O N T E N T S

雪を題材とした柄として多いのが雪輪文です。雪輪
を重ねて小紋に仕立てたもの（奥）や地紋の中に散
らしたものなど、着こなしやすく上品な柄です。

本誌掲載の商品の価格は、特に記載のない
限り消費税込みの価格です。

日
本
橋 

 

今
昔撮

影
／
福
知
彰
子

着
る
人
／

日
本
橋
局
2
0
0
7
年
修
了
生

五
十
嵐
真
紀
さ
ん

日
本
橋
局
2
0
0
9
年
修
了
生

伊
藤
洋
子
さ
ん

ヘ
ア
&
メ
イ
ク
／
市
ノ
渡
友
恵

着
付
け
／
小
田
洋
子

き
も
の
で

歩
く

徳
川
家
康
に
よ
っ
て

初
代
の
日
本
橋
が

架
け
ら
れ
た
の
が

一
六
〇
三
年
。

日
本
橋
は
、
翌
年
に
は

五
街
道
の
起
点
と
定
め
ら
れ
、

こ
の
橋
は
名
実
と
も
に
、

日
本
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

今
や
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
が
並
ぶ

日
本
橋
界
隈
で
す
が
、

目
を
配
っ
て
歩
け
ば

江
戸
の
名
残
が
あ
ち
こ
ち
に
。

今
も
や
っ
ぱ
り
、

き
も
の
の
似
合
う
街
で
す
。

い

ま

む

か

し

硝
子
戸
の
中
、

繊
細
な
絵
の
具
の
色
に

思
わ
ず
筆
を

取
り
た
く
な
る

有ゆ
う
べ
ん
ど
う

便
堂

中
央
区
日
本
橋
室
町
１−６−６

☎
０
３

−３
２
４
１

−６
５
０
４

営
業
時
間
／
10
時
〜
18
時

休
／
日
曜
・
祝
日

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
筆
や
墨
、
和

紙
な
ど
、
書
画
の
材
料
を
扱

い
ま
す
。
硝
子
瓶
に
入
っ
た

顔
料
の
色
の
美
し
い
こ
と
。

初
心
者
で
も
使
い
や
す
い
絵

の
具
セ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
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東
京
を
見
下
ろ
す

摩
天
楼
で

心
ゆ
く
ま
で
中
国
茶

重
厚
な
三
井
本
館
の
隣
に
そ
び
え
る
日

本
橋
三
井
タ
ワ
ー
。
そ
の
上
階
を
占
め

る
６
ツ
星
ホ
テ
ル
。
呉
服
を
商
う
日
本

橋
と
い
う
土
地
柄
を
意
識
し
、
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
、
各

階
ご
と
に
ほ
の
か
に
漂
う
ア
ロ
マ
。
さ

り
げ
な
い
演
出
が
贅
沢
で
す
。
37
階

に
は
広
東
料
理「
セ
ン
ス
」と
、
そ
の

テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
。
遠
く
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、
本
場
さ
な
が
ら

の
香
り
高
い
中
国
茶
は
い
か
が
。

マ
ン
ダ
リ
ン

オ
リ
エ
ン
タ
ル 

東
京

セ
ン
ス 

テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
央
区
日
本
橋
室
町
２

−

１

−

１

☎
０
1
2
0

−

8
0
6

−

8
2
3

営
業
時
間
／
11
時
30
分
〜
22
時

日
本
橋

時
間
も
空
間
も
、
超
え
て
楽
し
む

モ
ダ
ン
N
I
H
O
M
B
A
S
H
I

日
本
橋
に
集
ま
っ
て
い
る
の
は
老
舗
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
統
も
、世
界
の
先
端
も
、い
な
が
ら
に
し
て
体
感
で
き
る
の
は
こ
こ
だ
け
。

き
も
の
で

歩
く

三
井
記
念
美
術
館

三
井
家
が
残
し
た
美
術
品
の

贅
を
極
め
た
美
を
鑑
賞
す
る

ピ
ン
チ
ョ
ス
の
伝
道
師
、

ジ
ョ
セ
ッ
プ
さ
ん
の

モ
ダ
ン・
カ
タ
ラ
ン
料
理

江
戸
初
期
に
、
日
本
橋
界
隈
に「
越
後
屋
」を
開
き
、
明
治
以
降

は
銀
行
や
商
社
を
設
立
し
て
財
を
築
い
た
三
井
家
。
主
に
そ
の

三
井
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
茶
道
具
、
書
、
能
面
な
ど
、
国
宝
、

重
要
文
化
財
を
含
む
美
術
品
を
所
蔵
し
ま
す
。
11
月
13
日
ま
で

特
別
展「
華
麗
な
る〈
京
蒔
絵
〉ー
三
井
家
と
象
彦
漆
器
ー
」。

ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
バ
ラ
オ
ナ
・
ビ
ニ
ェ
ス

さ
ん
の
出
身
地
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
タ

ル
ニ
ア
地
方
の
伝
統
の
味
を
踏
ま
え

つ
つ
、
モ
ダ
ン
な
見
せ
方
で
私
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る「
ビ
キ
ニ 

ピ

カ
ー
ル
」が
、
コ
レ
ド
室
町
の
２
階

に
。
本
格
的
な
の
に
ラ
イ
ト
な
感
覚

が
う
れ
し
い
。
定
番
ピ
ン
チ
ョ
ス
の

ほ
か
日
替
わ
り
あ
り
。
２
８
０
円
。

中
央
区
日
本
橋
室
町
２

−

１

−

１
　
三
井
本
館
７
階

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
３

−

５
７
７
７

−

８
６
０
０

開
館
時
間
／
10
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）　

休
館
／
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、
展
示
替
え
期
間
な
ど

中
央
区
日
本
橋

蛎
殻
町
２

−

１

−

１

☎
０
３

−

３
６
６
７

−

１
１
１
１

（
代
表
）

中
央
区
日
本
橋
室
町
２

−

２

−

１

コ
レ
ド
室
町
２
階

☎
０
３

−

６
２
０
２

−

３
６
０
０

営
業
時
間
／

11
時
〜
23
時（
22
時
L.
O.
）

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

ビ
ル
の
中
の
オ
ア
シ
ス
。

日
本
庭
園
を
愛
で
な
が
ら
、お
茶
室
で
一
服

水
天
宮
と
東
京
シ
テ
ィ
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
挟
ま
れ
た
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
５
階
に
は
、
ビ
ル
の
中
と
は
思
え
な
い
、
見
事

な
空
中
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
源
氏
香
か
ら
見
え

る
日
本
庭
園
に
は
お
茶
室
も
あ
り
、
四
季
折
々
の
行
事
に
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
き
も
の
の
街
、
人
形
町
の
拠
点
と
い
え
ま
す
。

ビ
キ
ニ

ピ
カ
ー
ル

【B
iK

iN
i P

IC
A

R

】

「葵祭・祗園祭蒔絵衝立」
象彦（八代西村彦兵衛）製、
昭和5（1930）年

「宝
そうほうげもん

相華文蒔絵二重手箱」象彦（八代西村彦兵衛）製、
大正時代・20世紀／三井記念美術館

ここにご紹介した日本橋のふたつのホテルに宿泊すると、KOSODE読者

だけにホテルからのプレゼントがあります。詳しくはP50をご覧ください。

Present!

日本和装［KOSODE］



近鉄「語りたくなる、伊勢志摩」



我孫子ゴルフクラブ会員向け写真集



Precious×MEN'S Precious
 「THE GINZA PRECIOUS NIGHT」



ダントー「2014-2015 タイル総合カタログ」



1章：ガラスのはじまり

010
花文鋳造ビーズ
ミュケナイ
14th－13th century BCE 
L28.0×W5.5cm 

011
鋳造ビーズ
ミュケナイ
14th－13th century BCE 
L55cm 

009
渦巻文鋳造ビーズ
ミュケナイ
14th－13th century BCE
L21.5×W6.5cm

26 27

076_01－10
モザイクガラス片
地中海東岸
1st century BCE－1st century CE
2.7～8.2cm

075_01－15
植物文モザイクガラス飾り板
エジプト
1st century BCE－1st century CE
1.2～9.0cm

1

1
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12 13
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70 71

ポスター

図録

富山市ガラス美術館
「雲母 kira 平山郁夫とシルクロードのガラス展」



ゴルフダイジェスト
「MASTERS Tournament 2020 Calendar」



箱根彫刻の森美術館
「KISHIN meets ART 篠山紀信写真展」

ポスター

図録

カレンダー

チケット



都市整備公団  its CI（部分） med CI

諸戸林業 CI 

egao CI 

全国建設業協同組合連合会 CI 
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